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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ステアリングシャフトを回転自在に支持するインナーコラムと、
　該インナーコラム外周側から支持するアウタージャケットと、
　該アウタージャケットを位置調整可能に車体側強度部材に支持するためのブラケットと
、
　前記アウタージャケットを前記ブラケットに位置固定する締付状態と、前記アウタージ
ャケットの前記ブラケットへの位置固定を解除して位置調整を許す状態を取りうる締付機
構とから成る車両用ステアリングコラム装置において、
　前記アウタージャケットは、前記インナーコラムを外周側から押圧保持する最小内径の
保持部と、該保持部から傾斜段部を介して連続し該保持部より大きな内径で軸方向に延び
且つ下方に開く筒状内径部とを有し、
　前記インナーコラムは一部で前記最小内径の保持部に外径側から押圧支持されかつ前記
筒状内径部に対向して軸方向に延びる所定長の筒状外径部と、該筒状外径部から傾斜段部
を介して連続し該筒状外径部より大きな径で前記筒状内径部に押圧支持される大径外径部
とを有しており、
　前記最小内径の保持部にはステアリングの軸線方向全長に渡って前記筒状内径部の下方
空間に連通するスリットが形成されていることを特徴とする車両用ステアリング装置。
【請求項２】
　前記インナーコラムは軸方向２ヵ所で軸受を介して前記ステアリングシャフトを支持し
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ており、
　前記軸受のうちロア側のものは前記筒状外径部の車両前方側端部に設けてあることを特
徴とする請求項１に記載の車両用ステアリング装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、チルトおよび/又はテレスコピック式の車両用ステアリング装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特開２００１－３４７９５３号公報において、車両用チルトおよびテレスコピック式ス
テアリング装置では、車体に固定したロア側のアウタージャケット内に、アッパー側のイ
ンナーコラムが摺動自在に嵌合してある。ロア側のアウタージャケットとアッパー側のイ
ンナーコラムとは、一体的にチルト傾動できると共に、車体に固定したロア側のアウター
ジャケットに対して、アッパー側のインナーコラムがテレスコピック摺動できるようにな
っている。
【０００３】
　また、ロア側のアウタージャケットは、その車両後方部に固定した一対のクランプ部を
有し、チルトおよび/又はテレスコピック締付時には、この一対のクランプ部を相互に近
付けることにより、アッパー側のインナーコラムを抱持してクランプ固定できるようにな
っている。
【０００４】
　さらに、車体に固定したロア側のアウタージャケットに対して、アッパー側のインナー
コラムが回転することを防止すると共に、テレスコピック調整時のストッパーが必要であ
ることから、上記のクランプ部より車両前方側において、アッパー側のインナーコラムに
形成した軸方向溝に、ロア側のアウタージャケットに設けた突起もしくはボルトが係合し
てある。
【０００５】
　また、特開平６－２１９２８３号公報において、車両用テレスコピック式ステアリング
装置では、ステアリングコラムの下側に、軸方向に延びるテレスコピック調整用溝を両側
面に有するディスタンスブラケットの略Ｍ字状上面が溶接により取付けてある。ステアリ
ングコラムは、車体側ブラケットに対して、ディスタンスブラケットと共にテレスコピッ
ク摺動できるようになっている。テレスコピック締付時には、ディスタンスブラケットの
テレスコピック調整用溝に挿通した締付ボルトを締め付けることにより、ディスタンスブ
ラケットを車体側ブラケットに圧接して、ステアリングコラムを固定できるようになって
いる。
【０００６】
　さらに、ディスタンスブラケットと車体側ブラケットとは、互いに平面を圧接するよう
になっており、ステアリングコラムの回転防止の役割を果たしていると共に、ディスタン
スブラケットのテレスコピック調整用溝に、締付ボルトが挿通してあり、テレスコピック
調整時のストッパーの役割を果たしている。
【０００７】
　また、特開２０００－１１８４１５号公報において、車両用チルト式ステアリング装置
では、ステアリングコラムに、ディスタンスブラケットが取付けてある。このディスタン
スブラケットは、ステアリングコラムの側面に沿って延在した一対のフランジを備え、チ
ルト調整用溝を形成した車体側ブラケットの一対の側壁部間に介装してある。ステアリン
グコラムは、車体側ブラケットに対して、ディスタンスブラケットと共にチルト傾動でき
るようになっている。チルト締付時には、車体側ブラケットのチルト調整用溝に挿通した
締付ボルトを締め付けることにより、ディスタンスブラケットを車体側ブラケットに圧接
して、ステアリングコラムを固定できるようになっている。
【０００８】
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　一般的に、ステアリングホイールとステアリングギヤ機構との間の間隔が短いステアリ
ングコラム、又は、衝突ストロークを大きく設定する必要のあるステアリングコラムなど
の場合において、テレスコピック調整構造を成立させるには、テレスコピック調整用スト
ロークの確保と、衝突ストロークの確保とを両立させるのが難しいといったことがある。
【０００９】
　また、ステアリングコラムを高剛性に維持したいという要求に対しては、特開２００１
－３４７９５３号公報に開示してあるように、インナーコラムを一対のクランプ部により
クランプする構造が有効であり、高剛性（特に振動剛性）では、微小ガタを嫌いインナー
コラム外周の精度、アウタージャケットの内径精度を要するが、円形断面であるために、
比較的容易に加工することができる。
【００１０】
　しかしながら、特開２００１－３４７９５３号公報の構造では、インナーコラムの回転
防止構造を、クランプ部以外の箇所に別途設ける必要があるといったことがある。
【００１１】
　また、短いステアリングコラムにおいては、インナーコラムの回転防止構造を設ける位
置を確保することが難しく、その対処に、クランプ部においてインナーコラム側に軸方向
溝を形成して回転防止させることも考えられるが、インナーコラムの軸方向溝を形成して
いるため、クランプ時に、インナーコラムが撓み易くなり、保持剛性を損なうことにつな
がるといったことがある。
【００１２】
　さらに、薄肉パイプのインナーコラムに軸方向溝を異形断面として塑性加工する場合、
寸法精度を確保するのが難しく、テレスコピックの作動不良、作動時のガタ感等の問題も
起こしやすいといったことがある。さらに、回転防止のためのプレートを溶接にて固定す
る場合、インナーコラムが溶接変形を生じて、テレスコピック作動が悪くなるといったこ
とがある。
【００１３】
　さらに、特開２００１－３４７９５３号公報において、アウタージャケットでは、一対
のクランプ部を設けた箇所には、軸方向のスリットが設けてあるが、その他の箇所には、
スリットは、設けておらず、その他の箇所は、筒状に形成してある。また、アウタージャ
ケットとインナーコラムとは、テレスコピック摺動するため、それらの間に隙間が必ず必
要であり、さらに、ステアリングシャフトがテレスコピック摺動しないといけないので、
アウタージャケット内でも隙間が必要である。このような結果、ステアリングに、ガタ感
が出てしまうといったこと、また、アウタージャケットの保持力が低いといったことがあ
る。
【００１４】
　さらに、特開平６－２１９２８３号公報のように、ステアリングコラムの下側に、ディ
スタンスブラケットの上側が溶接により取付けてあるテレスコピック構造では、車体取付
面－クランプ部－インナーコラムの中心（ステアリングホイール中心）と言う形でそれぞ
れにモーメントを生じ、剛性面では不利になるといったことがある。
【００１５】
　さらに、特開２０００－１１８４１５号公報のように、ステアリングコラムの側面に沿
って延在したディスタンスブラケットの一対のフランジが車体側ブラケットの一対の側壁
部間に介装してある構造では、剛性面では、有効であるが、これらの構造では、テレスコ
ピック構造にすると、部品点数が多くなるといったことがある。
【発明の開示】
【００１６】
　本発明は、上述したような事情に鑑みてなされたものであって、部品点数を削減しつつ
、ステアリングコラムを高剛性に維持することができる車両用ステアリング装置を提供す
ることを目的とする。
【００１７】
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　上記の目的を達成するため、本発明に係る車両用ステアリング装置は、ステアリングシ
ャフトを回転自在に支持するインナーコラムと、
　該インナーコラム外周側から支持するアウタージャケットと、
　該アウタージャケットを位置調整可能に車体側強度部材に支持するためのブラケットと
、
　前記アウタージャケットを前記ブラケットに位置固定する締付状態と、前記アウタージ
ャケットの前記ブラケットへの位置固定を解除して位置調整を許す状態を取りうる締付機
構とから成る車両用ステアリングコラム装置において、　
　前記アウタージャケットは、前記インナーコラムを外周側から押圧保持する最小内径の
保持部と、該保持部から傾斜段部を介して連続し該保持部より大きな内径で軸方向に延び
且つ下方に開く筒状内径部とを有し、
　前記インナーコラムは一部で前記最小内径の保持部に外径側から押圧支持されかつ前記
筒状内径部に対向して軸方向に延びる所定長の筒状外径部と、該筒状外径部から傾斜段部
を介して連続し該筒状外径部より大きな径で前記筒状内径部に押圧支持される大径外径部
とを有しており、
　前記最小内径の保持部にはステアリングの軸線方向全長に渡って前記筒状内径部の下方
空間に連通するスリットが形成されていることを特徴とする。
【００１８】
　このように、本発明によれば、固定時には、アウタージャケット全体が撓み易くなり、
保持力が軸方向に勾配をもつことがなく、結果として、保持力を向上させることができる
。
【００１９】
　さらに、別個のディスタンスブラケットがないのでインナーコラムとディスタンスブラ
ケットとの溶接が不要になる。そのため、テレスコピック作動は比較的良好になり、部品
点数も削減しながら、ステアリングコラムを高剛性に維持することができる。
【００２０】
　また、本発明の車両用ステアリング装置は、前記インナーコラムは軸方向２ヵ所で軸受
を介して前記ステアリングシャフトを支持しており、
　前記軸受のうちロア側のものは前記筒状外径部の車両前方側端部に設けてある構成にで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施の形態に係る車両用ステアリング装置を図面を参照しつつ説明する
。
【００２４】
（第１実施の形態）
　図１は、本発明の第１実施の形態に係る車両用チルトおよび/又はテレスコピック式ス
テアリング装置の側面図である。図２は、図１に示した車両用チルトおよび/又はテレス
コピック式ステアリング装置の要部の側面図である。
【００２５】
　図３は、図１に示した車両用チルトおよび/又はテレスコピック式ステアリング装置の
平面図である。図４は、図１に示した車両用チルトおよび/又はテレスコピック式ステア
リング装置を斜め下方から視た図である。
【００２６】
　図５Ａは、図１に示した車両用チルトおよび/又はテレスコピック式ステアリング装置
の５Ａ－５Ａ横断面図である。図５Ｂは、図５Ａの５Ｂ－５Ｂ横断面図である。
【００２７】
　図６は、アウタージャケットを取り外した状態のステアリング装置の縦断面図である。
【００２８】
　図１乃至図３および図５Ｂにおいて、後方端にステアリングホイール（図示なし）が取
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付けられるアッパーステアリングシャフト１４は軸受１２、１３を介してアルミニウムま
たは銅製のインナーコラム１１に回転自在に支持されている。アッパーステアリングシャ
フト１４の下端は自在継手１５を介してロアステアリングシャフト１６に連結されている
。アウタージャケット１の車両前方側には、車体側強度部材に固定される車体側ロアブラ
ケット２が設けてあり、この車体側ロアブラケット２に、アウタージャケット１の車両前
方端部がピン３により結合してある。これにより、アウタージャケット１は、ピン３の廻
りにチルト傾動することができ、ピン３は、チルト時には、ピボットとしての役割を果た
すようになっている。後述するアウタージャケットはアルミニウム成形品である。
【００２９】
　車体側ロアブラケット２には、ピン３を係合すると共に車両前方側に開口した切欠き部
２ａが形成してある。これにより、二次衝突時には、ピン３は、アウタージャケット１と
共に車両前方に向けて移動し車体から離脱できるようになっている。
【００３０】
　アウタージャケット１の車両後方側には、車体側強度部材に固定される車体側アッパー
ブラケット４が設けてある。車体側アッパーブラケット４の水平方向に延びる両フランジ
４ｃは、ボルト（図示なし）により車体離脱用折曲片９を介して車体側強度部材に取り付
けられている。二次衝突時には、この車体離脱用折曲片９により、車体側アッパーブラケ
ット４は、車体から離脱できる。
【００３１】
　図５Ａに示すように、車体側アッパーブラケット４は上下方向に延びる一対の側板部４
ａ，４ｂを一体に有しており、これら側板部４ａ、４ｂには、一対の長孔５ａ，５ｂがチ
ルト調整用に形成してある。これらチルト調整用長孔５ａ，５ｂには、締付用ボルト６が
挿通してある。この締付ボルト６は拡大頭部６ａが長孔５ｂに係合して回転を阻止されて
いる。締付ボルト６の先端ネジ部には、操作レバー７により操作されるカム・ロック機構
８が設けてある。
【００３２】
　カム・ロック機構８は、図５Ａに示すように、第１カム部材８ａと第２カム部材８ｂと
を有し、第１カム部材８ａは締付ボルト６に外嵌され、操作レバー７と一体的に回転でき
る。第２カム部材８ｂはボルト６に対して移動可能に外嵌され、側板４ａのチルト調整用
長孔５ａに係合して該長孔５ａに沿って上下移動可能であり、かつ該長孔５ａにより非回
転である。第２カム部材８ｂは第１カム部材８ａの回転に伴って第１カム部材８ａの山部
または谷部に係合しながら軸方向に移動してロックまたはロック解除する。カム・ロック
機構８の外側に形成された締付ボルト６のネジ部には、スラスト軸受８ｃを介して調整ナ
ット８ｄが固定螺合してある。
【００３３】
　これにより、図５Ａに示すように、チルトおよびテレスコピック調整位置への締付時に
、操作レバー７が回動されると、カム・ロック機構８の第２カム部材８ｂが軸方向右側に
移動し、締付ボルト６を介して、一対の側板部４ａ，４ｂは、相互に近付いて、後述する
クランプ部１０ａ，１０ｂを締付けるようになっている。
【００３４】
　一方、チルトおよびテレスコピック調整位置への締付解除時に、操作レバー７が回動さ
れると、カム・ロック機構８の第２カム部材８ｂが軸方向左側に移動し、一対の側板部４
ａ，４ｂは相互に離間し、後述するクランプ部１０ａ，１０ｂの締付を解除するようにな
っている。
【００３５】
　図１乃至図５Ｂにおいて、アウタージャケット１はステアリング軸方向に延在しており
、車両後方で図４に示すようにインナーコラム１１の両側を下方に延びる側部１ａ、１ｂ
をくら状に一体に有している。側部１ａ、１ｂは後端でインナーコラム１１を外周側から
支持するクランプ部１０ａ、１０ｂを一体に形成している。クランプ部１０ａ、１０ｂは
外側でアッパーブラケット４の側板部４ａ、４ｂに圧接される面を有すると共に、内側下
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方ではインナーコラム１１の下で互いに対向して間にスリットＳをステアリング軸方向に
渡って形成している。
【００３６】
　こうして、アウタージャケット１はクランプ部１０ａ、１０ｂによりインナーコラム１
１を外周側から抱持している。
【００３７】
　本実施形態において、インナーコラム１１は後端部１１ａが最小径、中間部１１ｂが中
間径、そして前方端１１ｃが最大径であり、後端部１１ａと中間部１１ｂとの間および中
間部１１ｂと前端部１１ｃとの間にそれぞれ第１傾斜段部１１ｄおよび第２傾斜段部１１
ｅを形成している。一方、アウタージャケット１の内側は後端のクランプ１０ａ、１０ｂ
部分の内径が締付時にインナーコラム１１の中間部１１ｂの外径よりも小さくなり中間部
１１ｂに外嵌圧接するようになっている。またアウタージャケット１の内径はその前側の
傾斜段部１ｄから内径を大きくしてインナーコラムとの間に隙間を形成し、かつ前方に向
かって内径を小さくして締付時にインナーコラム１１の前端部１１ｃを外嵌圧接するよう
な形状にしてある。このような構造であるので、カムロック機構８によるクランプ部１０
ａ、１０ｂの締め付け状態ではインナーコラム１１はその中間部１１ｂおよび前端部１１
ｃがそれぞれアウタージャケット１の2ヵ所の内径部により圧接保持される。
【００３８】
　本実施形態において、軸受１２はインナーコラム１１の中間部１１ｂの最も前側にある
ことが好ましい。
【００３９】
　本実施形態において、アウタージャケット１の第１傾斜段部１ｄとステアリング軸線方
向とのなす角をＡとし、インナーコラム１１の第２傾斜段部１１ｅとステアリング軸線方
向とのなす角をＢとする時、Ａ＞Ｂの関係になっている。この関係によりこれら傾斜段部
にステアリングシャフトのテレスコピック摺動時におけるストッパー機能に持たせること
ができる。
【００４０】
　ロアステアリングシャフト１６は、図１に示すように、筒状に形成してあり、その先端
には、雌スプライン部１６ａ（又は雌セレーション部）を有している。ロアステアリング
シャフト１６の先端の雌スプライン部１６ａには、そのロア側の自在継手３１のヨーク３
１ａに一体的に連結したヨーク軸３２の雄スプライン部３２ａ（又は雄セレーション部）
がテレスコ摺動自在に嵌合してある。ロアステアリングシャフト１６ａの先端が雄スプラ
インであり、ヨーク軸３２が雌スプラインであっても良い。
【００４１】
　このように、ロアステアリングシャフト１６とヨーク軸３２とは、本実施の形態では、
図１に示すように、インナーコラム１１の外側であって、そのロア側で収縮自在（テレス
コ摺動自在）にしてある。そのため、インナーコラム１１内で、ステアリングシャフトが
テレスコ摺動しないので、ステアリングホイールで感じるガタ感を減少することができる
。
【００４２】
　なお、図１乃至図５Ｂにおいて、車体側アッパーブラケットの一対の側板部４ａ，４ｂ
と、アウタージャケット１の両側部１ａ、１ｂとには、一対のコイルバネ１７ａ，１７ｂ
が介装してある。これにより、チルト位置への締付解除時等に、アウタージャケット１や
インナーコラム１１が降下するのを防止するようになっている。
【００４３】
　図４及び図５Ａにおいて、アウタージャケット１の一対のクランプ部１０ａ，１０ｂに
は、その下側において、その軸方向全体にわたって、所定幅のスリットＳが設けてある。
【００４４】
　このスリットＳに対応するインナーコラム１１の内周面には、補強部材１８が設けてあ
り、この補強部材１８には、スリットＳを通って延在する回転防止・軸方向ストッパー用
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部材２０がネジ１９により固定してある。
【００４５】
　なお、図４では、見やすくするため、回転防止・軸方向ストッパー用部材２０、ネジ１
９、及びコラムカバー取付部２１は、省略してある。
【００４６】
　この回転防止・軸方向ストッパー用部材２０からは、コラムカバー取付部２１が一体的
に形成してあり、下方に向けて延在してある。
【００４７】
　なお、図１及び図２に示すように、コラムカバー取付部２１と、回転防止・軸方向スト
ッパー用部材２０の車両後方側の折曲部２０ａとは、テレスコピック摺動の際には、クラ
ンプ部１０ａ，１０ｂの軸方向両端の壁面ＡとＢ（図４参照）とにそれぞれ当接して、軸
方向ストッパーの役割を果たすようになっている。
【００４８】
　以上のように、本実施の形態によれば、アウタージャケット１のクランプ部１０ａ，１
０ｂには、軸方向全長に渡ってスリットＳが設けてあることから、クランプ時には、アウ
タージャケット１全体が撓み易くなり、結果として、クランプ時の保持力を向上させるこ
とができる。
【００４９】
　また、本実施形態では従来使用されてきたディスタンスブラケットが不要であり、した
がってインナーコラム１１とディスタンスブラケットとの溶接が不要になることから、テ
レスコピック作動は比較的良好になり、部品点数も削減しながら、ステアリングコラムを
高剛性に維持することができる。
【００５０】
　インナーコラム１１内に、２箇所の軸受１２，１３によりアッパーステアリングシャフ
ト１４が回転自在に支持してある。本実施の形態では、図１に示すように、インナーコラ
ム１１の外側であって、そのロア側でロアステアリングシャフト１６とヨーク軸３２とは
収縮自在（テレスコ摺動自在）にしてある。そのため、インナーコラム１１内で、ステア
リングシャフトがテレスコ摺動しないので、ステアリングホイールで感じるガタ感を減少
することができる。従って、従来の特開２００１－３４７９５３号公報と異なり、ステア
リングに、ガタ感が出ることがなく、また、アウタージャケット１の保持力を高く保つこ
とができる。
【００５１】
　さらに、インナーコラム１１に、インナーコラム１１外側からインナーコラム内側へス
リットＳを通って延在する回転防止・軸方向ストッパー用部材２０が設けてある。この回
転防止・軸方向ストッパー用部材２０により、インナーコラム１１の回転防止機能を果た
させると共に、テレスコピック摺動時のストッパー機能を果たさせることができる。
【００５２】
　さらに、インナーコラム１１の前述した大径部１１ｃの外径は、自在継手１５を逃げて
おり、一方アウタージャケット１の内面に接触させることで、アンクランプ時のコラムの
ガタつきを減少させ、作動をスムーズに行うことができる。また、クランプ時にも、接触
状態を確保することで、クランプ時にインナーコラム１１とアウタージャケット１が多点
当たりになり、ガタをなくすことができる。故に、コラムの振動剛性を向上させることが
できる。
【００５３】
　さらに、インナーコラム１１の車両後端部１１ａの外径は、被クランプ部である中間部
１１ｂの外径より小さく設定することにより、アウタージャケット１に対して、車両前方
側から後方側に向けてインナーコラム１１を挿入することができ、アウタージャケット１
との間に比較的大きなクリアランスを持つことができ、インナーコラム１１の組み付けを
容易にすることができる。
【００５４】
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（第２実施の形態）
　図７は、本発明の第２実施の形態に係る車両用チルトおよびテレスコピック式ステアリ
ング装置の側面図である。図８は、図７に示した車両用チルトおよびテレスコピック式ス
テアリング装置の要部の側面図である。
【００５５】
　図９は、図７に示した車両用チルトおよびテレスコピック式ステアリング装置の平面図
である。図１０は、図７に示した車両用チルトおよびテレスコピック式ステアリング装置
の横断面図である。
【００５６】
　本実施の形態では、図１０に示すように、インナーコラム１１を非円形異形拡管し、ア
ウタージャケット１のクランプ部１０ａ，１０ｂの内径もそれに対応して非円形異形にし
ていることから、インナーコラム１１本体に回転防止機能を持たせることができ、また、
クランプ力の分力を上下左右方向均等に配分できるようになり、テレスコピック締付時等
の保持力を向上させることができる。
【００５７】
　即ち、インナーコラム１１を八角形に拡管し、アウタージャケット１のクランプ部１０
ａ，１０ｂの内径もそれに対応して八角形にしている。これにより、締付用ボルト６によ
る締付力がその軸方向内向きに効果的に作用し、インナーコラム１１に対する締付力が八
角形の各面に垂直に作用し、さらに、アウタージャケット１のクランプ部１０ａ，１０ｂ
に対する反力も八角形の各面に垂直に作用することから、クランプ力を向上することがで
きる。その他の構成・作用は、上述した実施の形態と同様であるので詳細説明を省略する
。
【００５８】
　また、締付用ボルト６は、インナーコラム１１の中心軸に対して下方にシフトした位置
に設けてある。
【００５９】
　さらに、インナーコラム１１は、八角形に形成してあることから、その外径に、少なく
とも１組の互いに平行に対向する平面部を有している。例えば、図１０において、αとβ
とにより示した平面部である。
【００６０】
　さらに、インナーコラム１１の平面部に対応するように、アウタージャケット１も、そ
の内径には、少なくとも１組の互いに平行に対向する平面部を有している。
【００６１】
（第３実施の形態）
　図１１は、本発明の第３実施の形態に係る車両用チルトおよびテレスコピック式ステア
リング装置の側面図である。図１２Ａは、図１１に示した車両用チルトおよびテレスコピ
ック式ステアリング装置の要部の側面図であり、図１２Ｂおよび図１２Ｃは、それぞれ図
１２Ａ中の１２Ｂ－１２Ｂおよび１２Ｃ－１２Ｃ断面図である。
【００６２】
　図１３は、図１１に示した車両用チルトおよびテレスコピック式ステアリング装置の平
面図である。
【００６３】
　図１４は、図１２Ａに示した車両用チルトおよびテレスコピック式ステアリング装置の
１４－１４断面図である。図１５は、図１１に示した車両用チルトおよびテレスコピック
式ステアリング装置の横断面図であって、作用を示す図である。
【００６４】
　本第３実施の形態では、車体側アッパーブラケット４の内側で、アウタージャケット１
の外周に、環状のテンション部材４０が設けてある。このテンション部材４０は、図１４
に示すように、組み付け状態で略環状の部材であって、上側割体部４１ａと、下側割体部
４１ｂとから二分割して構成してある。
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【００６５】
　これら上側割体部４１ａと、下側割体部４１ｂとは、ボルト４２を締結することにより
、一体化されて、テンション部材４０が得られるようになっている。このように、テンシ
ョン部材４０の組立前には、二分割しておき、組立後には、ボルト４２の締結よって上側
割体部４１ａと下側割体部４１ｂとを一体化することができ、容易に組み立てることがで
きる。
【００６６】
　図１２Ａに示すように、テンション部材４０の車両前後側において、アウタージャケッ
ト１のクランプ部１０ａ，１０ｂは、車両前後方向に互いに離間した略Ｕ字状の一対のフ
ランジ１０ｃ，１０ｄを有している。フランジ１０ｃ、１０ｄは、図１４中の両側面で車
体側アッパーブラケット４の両側板４ａ、４ｂにより圧接保持される。
【００６７】
　車両前後方向においてクランプ部１０ａ，１０ｂの一対のフランジ１０ｃ，１０ｄに形
成される環状溝の部位に、上述した環状のテンション部材４０が嵌合してある。
【００６８】
　クランプ部１０ａ，１０ｂの内径側と、インナーコラム１１の外周との形状および構造
は、図５Ｂに示した第１実施形態のものと同様それぞれ２つの傾斜段部を備えたものとな
っている。
【００６９】
　上記の実施の形態と同様に、アウタージャケット１の一対のクランプ部１０ａ，１０ｂ
には、その下側において、その軸方向全体にわたって、所定幅のスリットＳが設けてある
。
【００７０】
　このスリットＳに対応するインナーコラム１１の箇所には、スリットＳを通って延在す
る回転防止・軸方向ストッパー用部材２０がネジ１９により固定してある。この回転防止
・軸方向ストッパー用部材２０からは、コラムカバー取付部２１が一体的に形成してあり
、下方に向けて延在してある。
【００７１】
　なお、図１１及び図１２Ａ、１２Ｂ、１２Ｃに示すように、コラムカバー取付部２１と
、回転防止・軸方向ストッパー用部材２０の車両後方側の折曲部２０ａとは、テレスコピ
ック摺動の際には、アウタージャケット１のフランジ１０ｃ，１０ｄの両端の壁Ａ，Ｂ（
図１２Ａ、１２Ｂ、１２Ｃ等参照）に当接して、軸方向ストッパーの役割を果たすように
なっている。
【００７２】
　図１４において、テンション部材４０の下側割体部４１ｂの左側部分には、車体側アッ
パーブラケット４の側板４ａに形成されたチルト調整用溝５ａを挿通したボルト４３ａが
螺合してある。このボルト４３ａには、その頭部と側板４ａとの間にワッシャーおよびス
ラスト軸受５２ｃを介してカム・ロック機構５０が設けてある。一方、テンション部材４
０の下側割体部４１ｂの右側部分には車体側アッパーブラケット４の側板４ｂに形成され
たチルト調整溝５ｂを挿通したボルト４３ｂが螺合固着している。ボルト４３ｂの頭部と
側板４ｂとの間にはワッシャ-が介装してある。
【００７３】
　カム・ロック機構５０は、操作レバー５１と一体的に回転する第１カム部材５２ａと、
アッパーブラケット４のチルト調整用長孔５ａに係合してアッパーブラケット４に対して
非回転であって、第１カム部材５２ａの回転に伴って第１カム部材５２ａの山部または谷
部に係合しながら軸方向に移動してロックまたはロック解除する第２カム部材５２ｂとか
ら構成してある。
【００７４】
　こうして、操作レバー５１を操作してカム・ロック機構５０をゆるめることによりボル
ト４３ａ、４３ｂがチルト調整用長孔５ａ、５ｂに案内されてチルトおよび/又はテレス
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コピック調節ができる。
【００７５】
　本実施の形態では、図１５に示すように、ボルト４３ａ，４３ｂの中心を通る水平線（
Ｒ）は、インナーコラム１１の中心（Ｘ）を通る水平線（Ｒ）に対して、Δだけ下方にシ
フトして構成してある。
【００７６】
　以上のように構成してあるため、チルトおよび/又はテレスコピック調整位置への締付
時に、操作レバー５１が回動されると、図１４及び図１５において、カム・ロック機構５
０では、第１カム部材５２ａとボルト４３ａとは、軸方向左方に移動する一方、第２カム
部材５２ｂは、軸方向右方に移動する。
【００７７】
　これにより、テンション部材４０は、第１カム部材５２ａとボルト４３ａにより、引っ
張られて、軸方向左方に移動し、その結果、反対側のボルト４３ｂと側板部４ｂとは、こ
のテンション部材４０により引っ張られるようにして、軸方向左方に移動する。
【００７８】
　一方、側板部４ａは、第２カム部材５２ｂにより押圧されて、軸方向右方に移動する。
【００７９】
　従って、両側板部４ａ，４ｂは、相互に近付くように移動する結果、一対のフランジ１
０ｃ，１０ｄを相互に近付くように押圧し、これにより、一対のクランプ部１０ａ，１０
ｂを締付ける。
【００８０】
　その結果、インナーコラム１１は、一対のクランプ部１０ａ，１０ｂにより締付られ、
チルトおよびテレスコピック調整位置に締付される。
【００８１】
　この時、本実施の形態によれば、アウタージャケット１のクランプ部１０ａ，１０ｂに
は、軸方向に渡ってすべてスリットＳが設けてあることから、クランプ時には、アウター
ジャケット１全体が撓み易くなり、クランプ時の保持力を向上させることができる。
【００８２】
　また、本実施の形態では、環状のテンション部材４０を用いているため、ステアリング
コラムの下側の突出量を小さくすることができる。
【００８３】
　さらに、本実施の形態では、図１５に示すように、ボルト４３ａ，４３ｂの中心を通る
水平線（Ｒ）は、インナーコラム１１の中心（Ｘ）を通る水平線（Ｒ）に対して、Δだけ
下方にシフトして構成してある。
【００８４】
　従って、図１５に示すように、一対の押圧力（Ｆ）は、斜め上方に作用する。その結果
、インナーコラム１１には、垂直方向の分力が働く。この分力をＦｖとすると、
　Ｆｖ＝２×Ｆ・ｓｉｎθとなる。
　但し、θは、水平線（Ｒ）と押圧力（Ｆ）とのなす角度である。
【００８５】
　このように、分力（Ｆｖ）も作用するため、カム・ロック機構５０の締付力をそれ程増
大させなくても、インナーコラム１１のガタ付きを抑えることができる。
【００８６】
　また、水平線（Ｑ）で締付けた場合の締付力を（Ｆ１）と仮定し、本実施の形態のよう
に水平線（Ｒ）で締付けた場合の締付力を（Ｆ２）と仮定すると、
　Ｆ２＝Ｆ１・Ｌ／（Ｌ＋Δ）
となり、Ｌ＜Ｌ＋Δであることから、テコの原理によって、より小さな締付力（Ｆ２）を
作用させるだけでも、大きな締付力を得ることができ、従って、小さな締付力であっても
、インナーコラム１１の保持力（押圧力）を増大することができる。
【００８７】
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　さらに、本実施の形態では、上記第１及び第２実施の形態に比べて、カム・ロック締付
機構５０がインナーコラム１１の略側方に設けてあり、インナーコラム１１の下側に突出
させていない。従って、インナーコラム１１の下側への突出量を抑えることができ、コン
パクトにすることができるため、乗員の膝廻りの空間を大きく確保することができる。
【００８８】
　さらに、本実施の形態では、インナーコラム１１の外径を非円形・異形にし、アウター
ジャケット１のクランプ部１０ａ，１０ｂの内径もそれに対応して非円形・異形にしてい
ることから、インナーコラム１１本体に回転防止機能を持たせることができ、また、クラ
ンプ力の分力を上下左右方向均等に配分できるようになり、テレスコピック締付時等の保
持力を向上させることができる。
【００８９】
　即ち、インナーコラム１１の外径を八角形にし、アウタージャケット１のクランプ部１
０ａ，１０ｂの内径もそれに対応して八角形にしている。これにより、締付力がその軸方
向内向きに効果的に作用し、インナーコラム１１に対する締付力が八角形の各面に垂直に
作用し、さらに、アウタージャケット１のクランプ部１０ａ，１０ｂに対する反力も八角
形の各面に垂直に作用することから、クランプ力を向上することができる。
【００９０】
　さらに、インナーコラム１１の外径は、八角形に形成してあることから、少なくとも１
組の互いに平行に対向する平面部を有している。例えば、図１５において、αとβとによ
り示した平面部である。
【００９１】
　さらに、インナーコラム１１の平面部に対応するように、アウタージャケット１も、そ
の内径には、少なくとも１組の互いに平行に対向する平面部を有している。
【００９２】
　さらに、アウタージャケット１の外径を八角形の非円形・異形にしてあることから、テ
ンション部材４０もそれに対応して非円形・異形にしている。また、アウタージャケット
１の平面部に対応するように、テンション部材４０も、その内径には、少なくとも１組の
互いに平行に対向する平面部を有している。
【００９３】
　なお、本発明は、上述した実施の形態に限定されず、種々変形可能である。
【００９４】
　上記実施形態では、アッパー側にインナーコラムを、そして、ロアー側にアウタージャ
ケットを有する構成としたが、インナーコラムをロアー側に配置し、アッパー側にアウタ
ージャケットを配置しても良い。また、上記実施形態では、スリットはアウタージャケッ
トの下側に形成してあるが、上側に形成しても良い。
【００９５】
　アッパーブラケット４の一対の側板４ａ、４ｂの板厚は、同じであることが望ましい。
【００９６】
　以上説明したように、本発明によれば、アウタージャケットには、軸方向に渡ってすべ
てスリットが設けてあることから、クランプ時には、アウタージャケット全体が撓み易く
なり、クランプ時の保持力を向上させることができる。
【００９７】
　また、本発明によれば、従来使用されてきたディスタンスブラケットは不要であるため
、インナーコラムとディスタンスブラケットとの溶接が不要になることから、テレスコピ
ック作動は比較的良好になり、部品点数も削減しながら、ステアリングコラムを高剛性に
維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００９８】
　図１は、本発明の第１実施の形態に係る車両用チルトおよび/又はテレスコピック式ス
テアリング装置の側面図である。



(12) JP 4541297 B2 2010.9.8

10

20

　図２は、図１に示した車両用チルトおよび/又はテレスコピック式ステアリング装置の
要部の側面図である。
　図３は、図１に示した車両用チルトおよび/又はテレスコピック式ステアリング装置の
平面図である。
　図４は、図１に示した車両用チルトおよび/又はテレスコピック式ステアリング装置を
斜め下方から視た図である。
　図５Ａは、図１に示した車両用チルトおよび/又はテレスコピック式ステアリング装置
の５Ａ－５Ａ横断面図である。図５Ｂは、図５Ａの５Ｂ－５Ｂ横断面図である。
　図６は、アウタージャケットを取り外した状態のステアリング装置の縦断面図である。
　図７は、本発明の第２実施の形態に係る車両用チルトおよびテレスコピック式ステアリ
ング装置の側面図である。
　図８は、図７に示した車両用チルトおよび/又はテレスコピック式ステアリング装置の
要部の側面図である。
　図９は、図７に示した車両用チルトおよび/又はテレスコピック式ステアリング装置の
平面図である。
　図１０は、図７に示した車両用チルトおよび/又はテレスコピック式ステアリング装置
の横断面図である。
　図１１は、本発明の第３実施の形態に係る車両用チルトおよび/又はテレスコピック式
ステアリング装置の側面図である。
　図１２Ａは、図１１に示した車両用チルトおよび/又はテレスコピック式ステアリング
装置の要部の側面図、図１２Ｂは、図１２Ａの１２Ｂ－１２Ｂ横断面図、そして図１２Ｃ
は図１２Ａの１２Ｃ－１２Ｃ横断面図である。
　図１３は、図１１に示した車両用チルトおよび/又はテレスコピック式ステアリング装
置の平面図である。
　図１４は、図１１に示した車両用チルトおよび/又はテレスコピック式ステアリング装
置の横断面図である。
　図１５は、図１１に示した車両用チルトおよび/又はテレスコピック式ステアリング装
置の横断面図であって、作用を示す図である。
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